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有機物質工学第二　　　　　　　　　　　　　　石田

エステルの加水分解の機構は、酸触媒と塩基触媒とではやや異なる。

しかし、鍵になるステップは共通に『カルボニル基の立ち上がり』

を含み、

　「求核アシル置換」（=「求核アシル付加」+「脱離」）

である。

かなりの数の学生が以下のように記したが、よく考え直して下さい。

誤答例：

モリソン-ボイド「有機化学」第３版　第２０章（抜粋）



-　2　-



-　3　-



-　4　-

(以下略)


